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に提示された 「ヴィジョソの力」という壮大なテーマを引き継 ぐものであ ります。私が 「山の
頂」 というイメージをあえて取 り上げたことの背景には、 日本人の感受性の核心に横たわる美
しい富士山の映像があったことも認めなければな りません。10年 前のある日、私が 日本航空の
旅客機で初めて 日本を訪れ、澄み渡 った空のなかに白い雪を頂いた富士の姿を目にして以来、
この山の頂は、東アジアとヨーロッパの伝統が分かちもつ崇高なる高みをめぐる美学の顕現 と
して、その二つの伝統の精神的親近性を象徴するべ く、私の脳裏に深い痕跡を残 してお りまし
た。そこで、私はこのたび聖地に赴 く巡礼者 として、富士の山陰に育った私の友人たちから夢




いわれている時代に起 こりました。ひとつは、 フラソス革命の影響によって地上の楽園をめ ぐ
る主題 とイマジェリーが衰退 し、それに代わるものとして、地獄への旅路 というもう一つのテー
マが新たなパラダイムとして登場 したことです。 これは人間の心理の暗く奥深い内面への旅を
示唆す ると同時に、大都会を次々と食い物にしていった産業社会における生活の軋轢を文学的
主題 として反映させた ものでした。 この時期のヨーロッパ文学史におけるもうひとつの重要な
出来事 とは、崇高なる場所 としての高所のもつ象徴的価値が新たな関心を集めるようにな り、
文学的主題として再び盛んに取 り上げられるようになったとい うことです。それは、彼方にあ
る人間の霊魂の砦 として、あるいは凡俗な人間たちの住む、退廃 した、偽 りに満ちた地上の平
らな世界のはるか上方に君臨する自然あるいは精神の他者性の象徴 として主題化されました。
ヨーロッパ近代の作家たちの何人かが実際に 「山に登 りたい」とい う衝動にかられ、その高み
において 「ヴィジョソ」を得ること、あるいは 「ヴィジョソ」によって高みを見いだす ことを
夢見たのも決して不思議なことではありません。 ヨーロッパにおいては、とりわけ過去数世紀
の間、山に登ることが多 くの作家、芸術家たちを魅惑してきました。 しか し、そのような衝動
の起源はずっと根深いものであ ります。
思えば、人類 とその知を滅亡か ら救った 「創世紀」におけるわれわれの祖先たるノアは、お
のれの造 った箱舟でもって 「アララテの山h」 に漂着します。大洪水による絶滅か ら免れた こ
とにノアが初めて気づ くのは、その 「山々の頂が現れた」ときでした(「創世紀」8:4-5)。 ア
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ララテは伝統的に、楽園の山として、そして4つ の聖なる川の源 として知られています。また
「出エジプト記」のモーセは、ユダヤ人を奴隷の身か ら救い、彼 らの信仰の根元的なあ り方を
教え伝えた文化的英雄であ りますが、そのモーセも、イスラエルの長老たちに自分たちの神の
存在を証し示すためにホレブの山の岩を打ち砕 き、そ こから水を出して、民の渇きを癒 します






おのれの民の意識を覚醒させたこの天才を襲 った、か くも数奇な運命でした。さらに 『旧約聖
書』においては、 シオソの山が、「約束の地」の理想化された高み、ないしはその精神的中心
の表象として現れます。たとえぽ 「詩篇」2:6に おいて、神は次のように唱えます。「しか し、
わた しは、わた しの王を立てた。わたしの聖なる山、 シオソに。」シオンの山のもつ象徴的価




神hの 神殿の山であ り、その頂点に立つのは空の神ゼウスであ ります。さらに、雪を頂 くイー














中世のキ リス ト教 ヨーロッパにおいては、山奥の砦は世捨て人(隠 修士)の 隠れ住まいとし
て、あるいは修道院などのための実用的目的に使われました。わたしたちは近代の観光客とし
て、ヨーロッパにおいても、また日本においても、山の高みの風光明媚の地に美 しい宗教的建
造物がひっそ りとたたずんでいるのを見てことばに尽 くせぬ感慨を覚えるものであ ります。 し










もない官能性を交えて表現 したのであ ります。「われ輝 くとき、光 りしは汝」 とい う一行では
じまる彼女の作品の数行を読み上げてみましょう。
あ あ 、汝 、燃 え あが る山 よ、 選 りぬ か れ た 太 陽 よ!
あ あ 、汝 、満 月 よ、 底 尽 き る こ とな い 井 戸 よ!




ベルクの山において7年 の間、肉欲のとりこになったとい う有名な物語があ ります。もう少 し
後になると、魂あるいは精神の最高峰を表す ものとしてルネ ッサ ソス期に好まれた尖塔のイ
メージが、おそらく中世の山のイメージに呼応すると考えられますが、ルネッサンス ・ヒュー
マニズムは人間精神の鋭さ、輝か しさ、そ して不滅性の方に焦点を移 します。このような変化
の背景には、15世紀末あた りから顕著になった人間の能力に対する自信 と誇 りに満ちた認識が
あることはたしかです。
中世の文学的主題 として、もっとも人hの 想像力をかきたてたもののひとつに聖杯伝説があ
ります。 ワグナーの有名なオペラ 「パルジファル」もあ りますが、この主題は、モダニズムの
詩人たち、また神話分析の研究家たちにとっても大いなる関心の対象とな りました。中世の聖
杯伝説物語の最終的意図がどこにあるのか、それが中世最盛期の洗練された騎士道的工一 トス





salvage)と 言い、12世 紀初頭には ドイツの詩人エ ッシェソバ ッハのヴォルフラムが、クレティ
アン ・ド・トロアか らこの名前をそのまま引き継いで、ドイ ツ語でMunsalvaescheと しました。
この名前の形容詞にあたる部分(つ まりMont/Salvage-rSalvageの 山」のsalvageに あたる



















ない、恐ろしい奥地での様hな 体験は、人生の 「暗き森」における脅威に満ちた体験に通 じる





この地点に至 り着いては じめて、互いの影となっている二つのパラダイムの釣 り合いが達成さ






煉獄 とは、やは り登 らなければならない山として表象されねばならないのです。
ルネ ッサンス期以前の古典的テクス トのなかで、地上での存在を精神的上昇のための魂の試
練の機会 ととらえて山登 りのイメージをその中心に捉>x.た作品としては、若い弟 とともにヴァ




ラルカは、職業詩人とい う近代的認識を ヨーロッパにおいて成立させた最初の人でもあ ります。
ペ トラルカにとってヴォークリューズ地方(イ タリア語ではヴァルキウサ)は 、たんに地理的
近 さによって選ぽれた土地ではあ りませんで した。イタリア語で書かれた 「カンツォニエー レ」








の試練 とい う主題に焦点をあてます。そして、野生のヤギさながらに障害物を次々と乗 り越え、
人生の目的については未だ無頓着な若 々しい活力にあふれた弟の姿を、年を経ることによって
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登場 します。天上から追放 された天使ル シファーは、天の下、地上世界の上を飛び回ることが
できます。しかし、古来の思想が消滅 したわけではなく、人間が存在の最高峰に達 し、ある一
線を越>xた ときに超 自然的 ・神霊的領域に入 り、一瞬であれ神 と接することができるとい う主
題は、たとえば16世紀ネオ ・ラテンの大詩人ヤコブ ・バルデの作品などに見られます。詩的語
り冒頭の序詞にあたる部分で詩人は次の ように述べ ます。
静 か な る森 、 あ る いは 庶 民 的 言 い 方 を す れ ぽWaldrast、 チ ロ リア ソ ・ア ル プス の 高峰 の
一 つ に お い て
、 慈悲 深 い処 女 な る神 に手 向 け て。 わ れ そ の地 を 訪 れ しと き。
カ トリックの司祭である詩人は、アルプス高所の峠の道を歩いてお り、道 しるべのある一地点
で、休息をとります。空は晴れ渡ってお り雲一つなく、この荒野の不気味なほどに平和な静け
さのなかで、彼は自然のなかにとどまりながらも、 自分が世俗的生活におけるすべてのわずら
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このバルデの詩で うたわれているのと同じような特権的時間を うたったもうひとつの有名な
詩は、一世紀後にゲーテがアルプスの山小屋の扉にその冒頭の一行 「山hの 頂に憩いあ り」
















マソド・バークのr崇 高と美の観念の起源』(1756)が あ ります。バ ークは、自然と生命の崇
高さを、痛みと危険の観念に結びつけ、この世における恐るべきものとの出会いによって得た
畏怖の念が、人間精神の本質の重要な一面を形成すると説きます。イマニュエル ・カソトは、
r判断力批判』(1788)に おいて、この考えをさらに推 し進め、啓蒙主義的合理主義と新 しい
主観主義美学の間に一線を画し、精神それ自体が自然を越>xた より優れた存在であると論ずる















る者を して、 自分にもまた特別な力がそなわっていることをひそかに確信させるものであ り、
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それはその特権的人間が、あるいは人類の全体が、 自然に潜んでいる力を人間界に向けて導 き
入れることができれば可能になると考えられ ます。パーシー ・ビッシュ・シェリーは、アルプ
スへの旅の直後に、「モソブラン」とい う作品を書 き、自然に向けられた自己の洞察が、 自然
のもつ恐ろしい位相と一体化 し、またそのような力が人間にも分かち与えられているに違いな
いという認識に至る過程を うたっています。第三部においては、「このすさまじい荒野は不可









は、暗 く恐ろしい森におおわれた山を題材 としたものが多 く、これは精神の原初的な、あるい
は抑圧された次元への下降のプロセスに照応するものと思われます。ティークの 「Derblonde
Eckbert」 は精神の恐怖を描いたゴシック物語であ り、18世 紀末頃までに一つのイマジェリー
として完成 していたこの種の想像力をよく表 しています。なお、文学的には対照的性質をもつ
2人 の人間が、互いに引き寄せられ、相反する志向のバラソスの上に仲睦まじい創造的生活を
送 った例 として、シェリーとその妻メアリー ・シェリーの話はよく知 られています。メアリー
・シェリーが彼女の実験的小説rフ ラソケソシュタイ ソー あるいは近代のプロメテウス』にお
いて、氷河 と雪でおおわれた荒涼としたモンブラソの象徴的光景を、北極の果て しないの氷の




の精神に内在する気まぐれなファウス ト的精神が造 り上げたもので したが、博士の内的独白か
ら知られるとお り、フラソケソシュタイン自身の分身であるこの創造物は、数々の恐ろしい殺










体現は、1832年 にゲーテが書き上げ、ひとつの時代の終わ りを画したかのごとき大作rフ ァウ
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ス ト』第二部の結末の場面にみることができます。「山中の谷」と題された この部分は、作品











ルガレエテが高みに向けて登ってくる姿も見受けられます。彼らはみな光 り輝 く頂上を目指 し
て登 っているのであ り、その頂に立つのは、すべての者に慰みを与え、喜びと平安の光を輝き
放 っている聖母マリアであ ります。マリアの命によって、罪をあがなわれたマルガレエテは死
んだファウス トの混乱 した魂を清めの高みへ と誘います。「深秘の群」によって うたわれるほ
とんど翻訳不能なこの作品の最後の一行 「我 らを引きて往か しむ」(森林太郎訳)は 、 この情









ニーチェは、その哲学的作品 『ツァラ トゥス トラはか く語 りき』において、これに類する霊
的;昂揚への志向を表現 しています。 ツァラ トゥス トラが高地に住んでいるのはいかにも彼にふ
さわ しく、頂上 と深淵に対する彼の偏愛は、大胆不敵な彼の思想の客観的相似物であることは
明らかです。山道を闊歩 しながらツァラ トゥス トラが受けた、「神は死んだ」 という啓示はあ
ま りにも力強 く、彼を行動へとせき立てます。逆説的なことに、彼はそのメッセージを死すべ
き人間どもに伝えねばな りません。 というのも、 このことは、新しい時代の誕生につながる、
世界を激 しく揺 り動かす大事件であるからです。 ロマソ派的理想主義者シェリーとニーチェの




ヨーロッパ文明の隠された深みのなかか ら文字 どお りの噴出が起こり、ヨーロッパ文明の表
層が破壊され、文明が危機にさらされるのは、 これ よりす ぐあとの第一次世界大戦においてで
あ りますが、それを主要なテーマのひとつにしているのが トーマス ・マソの壮大な小説 『魔の
山』です。これはまだ戦火の記憶 もなまなましい1924年 に発表され、そこにはなお消滅したわ
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から揺 さぶ り、世界政治のありようを根本的に変axた 第一次世界大戦 という大爆発に至る過程
であることは明らかです。マソは、そのような戦争の苦 しみが、とりわけ ドイツ文化に肯定的
変質をもたらし、 ドイツがその暗澹 とした、時代遅れの特質をぬ ぐい去 って、近代民主主義社
会の仲間入 りを果たす ことができたことを願 っていました。『魔の山』のなかの山は、同時に









最初の重要な教師、啓蒙的ヒューマニス トのセテムブ リー二と出会い、天国への登 り道がまた
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お い て、 二 つ の 時代 を分 か つ と同時 に結 び つ け る、 重 要 な 役 割 を 果 た す の です 。 こ の よ うな 山
の イ メ ー ジの 象徴 的起 源 は、壮 大 な ル ネ ッサ ソス の叙 事 詩 で あ る カ モ ンイ シ ュの 「ウス ・ル ジ ー
ア ダ ス」 に み られ ます 。 これ は 、 ポ ル トガル に よ る世 界 大 航 海 と新 天地 開拓 を め ぐる 冒険 物 語
を うた いあ げ た もの で、 詩 人 カ モ ソイ シ ュ自身 もた び 重 な る船 旅 の体 験 を もっ て い ま した。 第
9篇 に おい て 、 神 々は英 雄 的 探 検 家 ヴ ァス コ ・ダ ・ガマ を 讃 え 、彼 に 帝 国建 設 の ヴ ィジ ョンを
与 え ます 。 ヴ ァス コ ・ダ ・ガ マ は、 つ い にそ の ヴ ィジ ョ ンの実 現 を 自分 の 目で見 る こ とは で き
な い の です が 、彼 の英 雄 的 行 為 の数 々が そ の実 現 へ の 決 定 的 な 道 を 切 り開 く こ とに な ります 。
彼 は ヴ ィー ナス の 島 に あ る 山 の頂 きか ら、 この 栄 誉 あ ふ れ る未 来 の 光 景 を 目に して い ます 。 こ
の 山 は詩 の 理 想 郷(エ リュ シオ ン)で あ り、 そ して 、 そ こに 立 つ ヴ ァス コ ・ダ ・ガ マは 、 お の
れ の民 の未 来 の文 化 建 設 者 、 言 ってみ れ ば 近 代 の アイ ネ ア ー ス、 あ るい は第 二 の モ ー セ な の で
す 。 これ に 類 す る体 験 を うた った も う一 つ の例 と して 、 歴 史 的 な 山 に 言及 した キ ー ツの ソネ ッ
トが あ ります 。 キ ー ツは この 山 の高 み へ と読 者 を 導 き、 恐 れ を 知 らな い ス ペ イ ンの探 検 家 ビル
バ オー 詩 人 は誤 って彼 を コル テ ス と呼 ん で い る の で す が一 お よび 彼 の部 下 だ ち と と もに 、 「ダ
リエ ンの頂 き に立 って 息 を の み 」、 そ して 大 西 洋 と太 平 洋 を 同 時 に 眼 中 に お さめ た 初 の ヨー ロ
ッパ人 とな った 感慨 を記 す の です 。
さ て、 私 が も っ と も好 きな20世 紀 中葉 の小 説 の ひ とつ に 、1947年 に 発表 され た ア ル フ レ ッ ド
・バ ー トラ ム ・グス リー のr大 い な る空 』 とい う作 品 が あ ります
。 これ は新 世 界 へ の変 身 とい
う形 を とった 、 ヨ ー ロ ッパ世 界 の延 長 の神 話 創 出 の 過 程 を 呼 び 覚 ます もの で 、 ヨーRッ パ人 渡
来 以 前 の最 初 の 大発 見 とそれ 以 後 の新 参 者 の文 化 か ら隔 て られ た と ころ に あ る現 在 の私 た ち の
条 件 とそ の 背後 に あ る数 々 の行 為 の意 味 を 問 い 直 そ うす る も ので あ ります 。 ア メ リカ に移 住 し
て きた ヨ ー ロ ッパ人 と独 立 以後 の作 家 た ちが 残 した 探 検 の記 録 に は 、 主 と して、 大 航 海 を め ぐ
る も の と、 未知 の領 域 に 向 け て の危 険 に 満 ちた 陸 上 の 旅 を つ づ った もの の二 種 類 が あ ります 。
r大 い な る空』 は、 す で に ア レ ゲー ニ ー ・アパ ラチ ア山 脈 お よび 五 大 湖 の 西側 に ま で植 民 を果
た した 北 ア メ リカ東 岸 の開 拓 者 た ち に よる、 西 に 向 け て の第 二 段 階 目の挑 戦 を素 材 と した もの
で 、 ル イ ス と ク ラー クに よるめ ざ ま しい 探 検 の直 後 の 時 代 とい う設 定 に な って い ます 。 ル イ ス
と ク ラ ー ク とは 、1804年 か ら1806年 にか け て 、 イ ンデ ィア ンの道 案 内 と と もに、 旧式 の技 術 を
用 い て 、 ミシ シ ッ ピ と ミズ ー リ川 を 上 り、 多 難 な ロ ッキ ー 山脈 を 超 え て 、 ス ネ ー ク ・コ ロ ン ビ
ア川 を 下 り、大 陸横 断 の方 法 とそ の道 筋 の見 通 しを た て た2人 の 探 検 家 です 。 ち ょ う どル イ ス
と ク ラ ー クが ロ ッキ ー 山脈 に 向 け て ミズ ー リ川 を 上 って い た 頃 、 自己 本位 の崇 高 を詩 に お い て
実 践 して い た ワ ーズ ワー ス は、 未 開 の 自然 の なか に 「永 遠 の種 類 と象 徴」 を見 い だ し、 お のれ
自身 の精 神 的 発 展 をつ づ った 「序 曲 」 の 創 作 に従 事 して い ま した 。rル イ ス と ク ラ ー ク の探 検
旅 行 日記 』 に書 か れ て い る よ うに、 ヨー ロ ッパ の 文 学 ・絵 画 に 親 しん で い た ル イ ス は、 ミズ ー
リ川 の 大滝 や ロ ッキ ー 山脈 の雪 にお お わ れ た 高 峰 を 眺 め な が ら、 自分 が 崇 高 な る光 景 に立 ち会
って い る こ とを知 る の で した 。
それ に つ づ く数 十 年 の間 奏 の時 代 を 経 て 、 発 明 され て 間 もな い 蒸 気船 が ミシ シ ッ ピ下 流 に頻
繁 に行 き来 す る よ うに な り、 そ れ は や が て 上 流 の オ ハ イ オ、 ミズ ー リ地域 に も通 う よ うに な り
ます 。 『大 い な る空 』 は 、 ル イ ス と ク ラ ー クの 後 を 追 っ て現 れ た 、 と どま る と ころ を 知 ら な い
野 心 を も った探 検 家 た ち の運 命 を と りあ げ た もの で す 。 彼 らは 、 馬 車 道 の な か った 時 代 に、 船
に よ って、未 だ そ の 大部 分 が未 探 検 で あ った、イ ンデ ィア ソの 人 々が 住 む 高地 グ レー ト ・プ レー
ンに歩 み を進 め ます 。 大 空 の も とで 先 住 民 た ち と生 活 を と もに す る な か で、 主 人 公 の ブ ー ン ・
コー デ ィル とジ ム ・デ ィー キ ンズは 土 着 の 文 化 に しだ い に とけ 込 ん で い きます 。 そ して、 つ い
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砦において、先住民と生活習慣を ともにすることを許されたこの白人のもとに、エ リシャ ・ピー
ボディーという名のひとりのボス トソ人が訪れます。彼もまた近代的夢想家のひ とつのタイプ
を代表する人物であ り、その訪問の目的は、有力な資本家に頼まれて、二つの大洋を結ぶ大陸
横断鉄道建設のための開拓路の手がか りを得ることでした。2人 の白人はそ こで、土地の地形







まで登 り、そこで巧みに逃げようとする野生のヤギを射ることに成功 します。そ して、彼は、
死の危機に瀕しているブーソに、その肝臓の一部を与え、彼の命を救います。 これは明らかに
聖餐の行為であ り、高冷の地のはかない本質を表すものですが、ついに、ジムが、ブーソの人




で殺 して しまい、ずたすだにな り、何をす る能力もなくなって山を下降し、川を下 って、低地
にたどりついたブーソの姿を見て、わた したち読者は、すでに20世紀半ばにおいて、現代の観
光客がアメリカに対 して抱 く印象を予告す るようなアメリカの姿が生まれつつあったことを知
るのです。原初的自然への侵入は破滅のは じまりにほかならず、その行為に手が下 されたこと
は、清新なる自然が永久に失われたことを意味 します。一方、わた したちは、すでに喪失 して
しまった原初の様態をいつまでも追い求め、その完全な姿の復元を切望 してやまないのであ り
ます。
以上、西洋の文学伝統における山hの 表象についてお話ししてまい りましたが、ひとことで
言 うと、山のイメージによって表される高みへの志向の比喩は、精神的葛藤、英雄的冒険心、
神聖なる存在 との合一への希求、そ して説明不能な超現象的出会いといった主題と結びついて
用いられてきたようです。私は西洋の文学作品に限って代表的な例を取 り上げてきましたが、
これをもとにして、将来においては世界文学を対象 とする比較研究が行われ、西洋文学以外の
偉大な文学体系をも視野に入れてテーマやイメージの相互関係をさぐる有意義でおもしろい研
究がなされることを切に望む しだいであ ります。
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